
栃木県自衛隊入隊・入校予定者激励会で先輩隊員がエール
の
共
催
で
、
令
和
４
年
度
栃
木
県
自
衛
隊
入
隊
・
入
校
予
定
者
激
励
会
を
開
催
し
た
。
新
型
コ

さ
ん
と
、
一
般
曹
候
補
生
と
し
て
海
上
自
衛
隊
に
入
隊
予
定
の
松
嶌
美
樺
さ
ん
が
決
意
表
明
を

と
し
て
一
緒
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

き
は
全
力
で
、
教
育
隊
で
の
日
々
を
駆
け
抜
け
て
い
っ
て
欲
し
い
」

衛
隊
家
族
会
、
栃
木
県
自
衛
隊
雇
用
促
進
協
議
会
、
栃
木
県
自
衛
官
募
集
相
談
員
連
絡
会
）
と

は
同
期
と
３
カ
月
も
一
緒
に
過
ご
せ
る
の
か
と
不
安
に
思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
苦
楽

行
い
、
育
て
て
く
れ
た
家
族
や
地
域
へ
の
感
謝
を
述
べ
る
と
、
感
激
し
て
涙
す
る
来
場
者
の
姿

出
を
祝
っ
た
。
最
後
に
ジ
ャ
ズ
が
流
れ
る

終
演
後
も
拍
手
が
鳴
り
止
ま
な
い
ほ
ど
の

と
手
拍
子
で
会
場
全
体
が
一
体
と
な
り
、

お
い
て
栃
木
県
内
の
自
衛
隊
協
力
５
団
体
（
栃
木
県
防
衛
協
会
、
栃
木
県
隊
友
会
、
栃
木
県
自

事
が
祝
辞
を
述
べ
た
。
浜
田
防
衛
大
臣
に
よ
る
激
励
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
放
映
さ
れ
た
後
、
栃
木
県

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
４
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
、
当
日
は
入
隊
・
入
校
予
定
者
及

に
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

に
は
大
き
く
成
長
し
た
自
分
に
出
会
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
」

代
」
や
ゲ
ー
ム
音
楽
メ
ド
レ
ー
、『
春
』

ー
か
ら
始
ま
り
、ａ
ｄ
ｏ
さ
ん
の
「
新
時

や
『
出
発
』
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
楽
曲
な
ど

が
演
奏
さ
れ
、
入
隊
・
入
校
予
定
者
の
門

ジョイフル本田宇都宮店で初の広報展
来
訪
者
に
上
三
川
町
を
Ｐ
Ｒ
す
る
初
開
催
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
、
栃
木
地
本
は
中
央
即
応
連
隊
の
支

姿
が
見
ら
れ
た
。「
令
和
元
年
台

し
な
が
ら
カ
メ
ラ
を
構
え
る
人
の

こ
れ
は
栃
木
県
上
三
川
町
が
ジ
ョ
イ
フ
ル
本
田
宇
都
宮
店
と
共
催
し
、
近
隣
市
町
や
県
外
か
ら
の

た
。
当
日
は
晴
天
の
土
曜
日
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
会
場
は
多
く
の
人
で
賑
わ
っ
た
。

服
が
着
ら
れ
て
嬉
し
い
」「
全
部

報
ブ
ー
ス
で
は
、
自
衛
隊
パ
ン
フ

に
袖
を
通
し
て
、
家
族
で
写
真
撮

イ
フ
ル
本
田
宇
都
宮
店
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
「
か
み
マ
ル
収
穫
祭
」
に
広
報
ブ
ー
ス
を
出
展
し
た
。

来
場
者
の
中
に
は
自
衛
隊
と
初
め
て
接
す
る
人
も
多
く
、
装
備
品
を
説
明
す
る
隊
員
に
熱
心
に
質

援
を
受
け
、
軽
装
甲
機
動
車
、
偵
察
用
オ
ー
ト
バ
イ
の
他
、
防
弾
チ
ョ
ッ
キ
等
の
装
備
品
を
展
示
し

問
し
た
り
、
興
味
深
そ
う
に
見
学

衛
隊
の
皆
さ
ん
の
姿
に
勇
気
づ
け

制
服
試
着
コ
ー
ナ
ー
に
も
多
く

国
を
守
っ
て
下
さ
り
感
謝
し
て
い

着
て
み
て
い
い
で
す
か
」
と
制
服

影
す
る
姿
も
あ
っ
た
。

自衛隊栃木地方協力本部

出
身
で
陸
海
空
各
自
衛
隊
に
所
属
す
る
３
名
の
先
輩
隊
員
が
ス
テ
ー
ジ
に
上
が
り
、
次
の
よ
う

第
１
部
の
式
典
で
は
青
木
勲 

栃
木
県
防
衛
協
会
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、
福
田
富
一 

栃
木
県
知

〇
陸
上
自
衛
隊
第
２
高
射
特
科
群
第
３
３
７
高
射
特
科
中
隊　

清
水
快
音
１
等
陸
士
「
最
初

も
見
ら
れ
た
。

び
そ
の
家
族
等
約
３
０
０
名
が
出
席
し
た
。

を
共
に
し
、
今
と
な
っ
て
は
大
切
な
同
期
・
仲
間
に
な
り
ま
し
た
。
国
を
守
る
同
じ
仲
間

〇
航
空
自
衛
隊
飛
行
点
検
隊
の
藤
田
紗
帆
空
士
長
「
あ
ま
り
気
負
い
せ
ず
、
し
か
し
や
る
と

〇
海
上
自
衛
隊
厚
木
航
空
基
地
隊
運
航
隊　

太
田
愛
海
士
長
「
修
業
、
ま
た
は
卒
業
す
る
頃

式
典
の
最
後
に
は
入
隊
・
入
校
予
定
者
を
代
表
し
て
、
防
衛
大
学
校
に
入
校
予
定
の
齋
藤
玄

盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
。

自
衛
隊
栃
木
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長　

梶
１
陸
佐
）
は
２
月
23
日
、
栃
木
県
教
育
会
館
に

第
２
部
で
は
第
12
音
楽
隊
に
よ
る
祝

入
隊
・
入
校
予
定
者
が
退
場
す
る
場
面

で
は
、
地
方
自
治
体
の
長
や
協
力
団
体
の

地
本
部
員
が
拍
手
で
見
送
り
、
今
後
の
活

長
、
学
校
関
係
者
、
県
内
所
在
部
隊
長
、

躍
を
祈
念
し
会
を
締
め
く
く
っ
た
。

協
力
団
体
、
学
校
、
各
部
隊
と
の
連
携
を

栃
木
地
本
で
は
「
今
後
も
地
方
自
治
体
、

密
に
し
、
将
来
の
防
衛
を
担
う
自
衛
官
募

集
に
邁
進
し
て
い
く
」
と
し
て
い
る
。

音
楽
隊
に
よ
る
祝
賀
演
奏
会
が
行
わ
れ
た
。

勇
壮
な
陸
海
空
自
衛
隊
の
行
進
曲
メ
ド
レ

自
衛
隊
栃
木
地
方
協
力
本
部
真
岡
募
集
案
内
所
（
所
長　

麦
倉
准
陸
尉
）
は
２
月
25
日
、
ジ
ョ

る
。

広
く
自
衛
隊
を
Ｐ
Ｒ
し
た
。「
入

の
活
動
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え

レ
ッ
ト
の
配
布
や
自
衛
官
募
集
に

具
体
的
な
説
明
を
受
け
る
高
校
生

の
人
が
訪
れ
、「
か
っ
こ
い
い
制

命
に
災
害
派
遣
活
動
を
さ
れ
る
自

ま
す
」
等
の
声
が
聞
か
れ
た
。

の
姿
も
あ
っ
た
。

る
よ
う
、
広
報
イ
ベ
ン
ト
に
積
極

ら
れ
ま
し
た
」「
昼
夜
を
問
わ
ず

自
衛
隊
の
職
場
を
紹
介
す
る
広

隊
を
真
剣
に
考
え
て
い
ま
す
」
と

関
す
る
相
談
窓
口
を
設
置
し
、
幅

栃
木
地
本
は
「
今
後
も
自
衛
隊

的
に
参
加
し
て
い
く
」
と
し
て
い

号
で
被
災
し
た
時
に
は
懸
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風


